
局 部 課

3 年度

9

10

0

0% 0%

0

達成率

令和2年度 令和3年度 令和4年度

催しブース数

当該指標を選定した理由
南区健康づくり推進委員会と共に事業内容を検討し協働することで、多岐にわたるテーマのブースにて健康情

報発信することができ、あらゆる世代への啓発効果が期待できる。

目標値の設定根拠・算出方法  「食育」「健康チェック」「8020運動推進」「酒害啓発」など健康啓発内容に合わせて区民と協働し検討して

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 8 7 7

実績値

実績値 0 0

達成率 0% 0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和7年度 

点検年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

参加者数 人

目標値 700 350 350 700

当該指標を選定した理由 幅広い世代の区民に健康情報を発信することを目的としている。

目標値の設定根拠・算出方法 各ブース概ね100名程度で設定していたが、感染拡大防止のため人数を減少した。

箇所

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

※令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、区民まつりが中止となり、同時開催している「健康広場」も中

止している。

地域で健康づくりに係る活動を行っている自主活動グループとの協働事業として、多くの来場者が見込まれる南区民まつ

りと同時に「健康広場」を開催する。　

各グループの代表メンバーで構成される「南区健康づくり推進委員会」を組織し、事業内容に係る検討等を行い、「食

育」「がん検診受診啓発」「8020運動の推進」「いのちの大切さ」「自主活動グループ活動発表会」「酒害啓発」「薬物

乱用防止」「禁煙」「健康チェック」の多岐にわたるテーマのブースを設け実施している。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 南区健康広場実行委員会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

南区民の自発的な健康づくり意識を育成し、健康の保持増進・生活習慣病の予防を図り、健康寿命の延伸をめざす。

5

南区民
対象数 単位

134,854

公民連携・協働事業

点検年度 令和

施策2.人生100年時代の健康・福祉 ～Well－being～ (1) 健康で長生きできる都市の実現

ゴール⑶すべての人に健康と福祉を ターゲット

―

― 目標値

平成 9
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[ 令和3年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 健康都市づくり関連事業(南区) 事業番号 215-017

担当部署名 南区役所 南保健福祉総合センター 南保健センター

Ⅰ．基本情報

有 取組 生活習慣病の啓発、対策の推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ③健康を支える地域社会の形成

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

3.4

―

有

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

各区

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
健康増進法・歯科口腔保健の推進に関する法律

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

健康さかい２１・歯科口腔保健計画

人



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

令和3年度

0

0

予算R4 予算

600

600

決算 当初予算 決算 当初予算

うち

一般財源

R4

単位区　　分 令和2年度

0

0

R4

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

前年度は新型コロナウイルス感染症の影響で実施できなかったが、地域で健康づくりにかかる活動を行っている自主グループの代表メンバーで構成され

る「南区健康づくり推進委員会」等とともに事業内容の検討を行うことで市民協働の取組ができ、また日頃保健センターに来所することの少ない世代の

青壮年層に向けて健康情報の発信や啓発ができ、健康意識を高めることができる。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18
令和2年度、3年度は新型コロナウイルス感染症の影響で実施できなかったが、区民まつりと併設することで多数の参加者が見込まれ、広く区民に健

康についての情報提供や啓発ができる機会となっている。令和4年度も中止となり健康広場は実施しないため費用対効果については評価できない。

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等）

R3 決算 R3 決算

① 参加者数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

予算 R4 予算

R3 決算 決算R3

R3 決算 R3 決算

R4 予算 R4 予算

負担金
R3 決算 0 0 R3 決算

事業費

R4 予算 600 0 R4 予算

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

R3 決算

R4 予算 R4 予算

R3 決算

3,880

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 48 0 0

人件費  （ｂ） 3,240 0 3,280 0 3,280

受益者負担金(使用料、手数料等）　

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 3,888 0 3,880 0

令和4年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

市債

決算

648 0 600 0

0その他

府支出金　13

項　　　目
令和元年度 令和2年度 令和3年度

事務事業名

堺市民健康生きがいつくり基金 600 0 600

財

源

内

訳

国支出金

健康都市づくり関連事業(南区) 事業番号 215-017

令和4年度　事務事業評価シート（２）


